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 申22号団体交渉を 

全ての仲間でつくり出そう! 
「
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字
」「
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化
」
の
経
営
責
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に
押
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け
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こ
と
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て
認
め
ら
れ
な
い
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感
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給
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8
４
:
の
定
期
昇
給
で
払
拭
し
+
人
本
主
義
経
営
を
行
う
べ
き
だ
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さいたま運転区分会 

さいたま車掌区分会 

「赤字」を全面に出している会社の指示で、エッセンシャルワークで
はないマイプロ・委員会活動での超勤（割増賃金）が減っていない! 

申 20号に対する会社回答は、怒りを超えて呆れにさえなりつつある。 
人を大切にしない会社の姿勢は、現場からの不信感を生んでいる! 

尾久車両センター分会 
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令和３年度定期昇給を 
昇給係数「４」での実施を求める申し入れ 

JTSU-E 2021春 

第１回団体交渉 
期 日 決 定 
３月 24 日(水) 
１0 時 3０分～ 

過去最高益下でも、働く者へ満足な還元をせず、 
コロナ禍における現場第一線での努力と奮闘を 

無下にすることは、断じて認めない! 

昇給係数「４」での 
定期昇給 
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 明日は、申22号団体交渉開催期日! 
人への投資・人本主義経営を求めます! 

職
場
は
、
申
20

号
に
対
す
る
会
社
回
答
に
怒
り
心
頭
だ
！ 

１
年
間
の
労
働
力
（
技
術
・
技
能
）
の
向
上
を
評
価
し
、 

昇
給
係
数
「
４
」
で
の
定
期
昇
給
を
行
う
べ
き
だ
！ 

社
員
の
生
活
・
い
の
ち
・
健
康
を
蔑
ろ
に
す
る
経
営
は
許
さ
れ
な
い
！ 

さいたま運転区分会 

コロナ禍でもジョブ配転を強行し、感染リスクが上がっている中、一
生懸命、感染対策に努めながら施策を担い、業務を全うしてきた! 
役に立っているかも分からない委員会・マイプロを半強制的に担わせ
ているが削るべきところが違う! 

「赤字」「コロナ」と社員へ印象付け、現場で奮闘した私たちを駒のよ
うにしか考えていないではないか! 職場で目に見える設備投資は、不
要不急なものばかりだ! サービス品質も落とし、働く者への還元も削
減…「人」を大切にする企業になるべきだ! 

東京電車区分会 

立川車掌区分会 



 

 

会社として 3月１８日の申２０号第３回交渉で示した会社回答から考えは変わらない。 

 

 

 

 

・コロナ感染防止対策に取り組んだ社員の努力、尽力に対して感謝申し上げる。サービスや輸送品質の評価につい

ては社会が決めていくこと。会社として社員を点数付けし評価することは難しい。長期的に働くことを前提とす

る賃金制度であり、市場経済の中でどう還元するかを考えた場合、収入が減少したことから昇給係数「２」の判

断となった。 

・将来への投資を行わないとはならない。指摘された現実は受け止める。 

・将来において無責任な約束をすることはできない。 

エッセンシャルワーカーの労働の価値に対する認識は一致！ 

しかし、その対価の配分については認識あわず！ 



 

 

 



 

 

 エッセンシャルワーカーとしての 
労働の価値について認識一致を図る！ 

 

 今回の定期昇給の実施が、 

・社会にとって不可欠かどうか一概には言えない。不可欠ではないということではなく、そういった側面もある。

社会生活としての足は支えてきた。 

・社会から評価ももらっている。職場では公共交通機関としての自負をもって働いて頂いている。これからも社会

的使命を果たしていくことに変わりない。 

・今後の法改正における対応も必要になるが、現時点で成案として示せるものはない。また、将来のことを約束す

ることはできないが、今のところ人事賃金制度を見直す考えはない。 



 

 

 

 

・厳しい経営状況から昇給係数「２」という判断を行った。皆さんの働きを今までの半分と評価しているわけでは

ない。しかし、売り上げが９千億円減ったなかでは、定期昇給実施について厳しい判断をするしかなかった。 

・基準内賃金の引き上げは、中長期的視点で判断しなければならない。定期昇給に対する考えに変わりはない。 

・有利子負債の増加は手元に現金を確保する必要性や急遽の支払いが発生することも想定して「早め・多め・長め」

の視点で資金確保した結果である。また様々な費用について見直しを行っている。有利子負債を増やし、成長投

資をやめずに昇給係数「２」はおかしいという声もあると思うが、現状の厳しい経営状況における昇給係数「２」

の判断である。 

・『収入とコストの構造改革』という言葉をもって人件費抑制をしようとする考えはない。 

その２へ続く 

定期昇給は生涯賃金に関わる重要なことである！ 

経営状況が厳しいからと、人件費を抑制してまで 

利益をあげようとしていることは認められない！ 

コロナ禍において安全安定輸送を担ってきた！ 

定期昇給実施に厳しい経営状況を 

理由にすることは別の問題だ！ 
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